
 
 

「話を聴く」ことの大切さ 
校 長 本山  充 

今年度も太白台小学校をすてきな学校にするために「あいさつの大切さ」「ありがとういっぱい

の学校」「話を聴くことの大切さ」の3つを継続して指導しています。 

１学期は「あいさつ」について取り組みました。「大きな声」「目を見て」「先に」「おじぎをして」

など、あいさつの質がどんどん高くなり、気持ちよいあいさつが増えました。 

２学期は「話を聴く」ことに重点を置いて取り組みます。「聞く」と「聴く」では次のような違

いがあります。 

【聞く】音や声を耳で感じ取る。  

【聴く】注意して聞く。聞きもらさないように耳をかたむける。※小学新国語辞典（光村教育図書） 

子どもたちにこの２つのちがいを説明するときには、『聴く』という字には 『目』と『耳』と『心』

という字が入っていて、友達や先生の話を聴くときは『目』と『耳』と『心』を使って聴きましょ

うといった話をします。 

「聴く」ことの大切さについては、さまざまな育児書や教育書など、いろいろなところで見るこ

とができます。相手の伝えたいことに深く耳を傾けて聴くことができれば、学習の理解度も増すし、

人間関係もよくなると考えています。 

 

 全力 協力 光り輝け 太白っ子 

今年の夏は、パリ五輪、高校野球と選手たちのがんばる姿にいくつもの感

動をもらいました。上に書かれているのは、今年度の太白台小学校の運動会

のスローガンです。全力を尽くして、赤組、白組がそれぞれ協力して、1人

1人が光り輝くことで、また、感動をもらいたいと思います。 

楽しみにしています！ 

 

 

学 校 だ よ り 

１ ０ 月 号 

Ｒ６．９．30 のびる太白台 
校訓：進取 誠実 敬愛 ～よりよく学び 心豊かに たくましく～ 

ありがとうございました！ 

９月２日（火）～６日（金）に交通安全指
導、８日（日）に PTA 親子奉仕活動が行われ
ました。親子奉仕活動は雨が降っていたた
め、校舎内のみの活動となりましたが、普段
の掃除ではできない部分をきれいにしてい
ただきました。 

本当にありがとうございました。 

 今年度第２回目の資源回収が、１０月２７日(日)に行

われます。毎回、保護者･地域の方にご協力いただいて、

とてもたくさんの収益が上がっています。本当にあり

がとうございます。何かとお忙しい時期かとは思いま

すが、ご協力よろしくお願いします。詳細につきまし

ては、チラシをご覧ください。 


